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研究成果の概要（和文）： 

 膵癌細胞中に存在する高悪性度細胞集団として CD133 陽性膵癌細胞を同定した。
CD133陽性膵癌細胞の進展メカニズムとしてSDF1-CXCR4経路が関与していることを同
定し治療標的としての可能性を示した。同様に CD105 陽性細胞も癌間質相互作用の影響
下で遊走能が促進することが明らかとなった。また、膵癌細胞表面にあるコラーゲン取り
込みレセプターCD280を抑制することで膵癌の細胞内コラーゲン取り込み機能が落ち、癌
の浸潤を抑制できることを示した。以上の結果により膵癌における新規治療標的分子の同
定に成功した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 We identified CD133 positive pancreatic cancer cells with high malignant potential. 
CD133 positive pancreatic cancer cells have strong invasive ability via SDF1-CXCR4 
pathway. We also found that migration of CD105 positive pancreatic cancer cells was 
promoted by cancer-stromal interactions. Moreover, we clarified that 
collagen-internalization receptor CD280 was an important molecule for invasion of 
pancreatic cancer cells. We reduced the invasion of pancreatic cancer cells by 
knockdown of CD280. In the present study, we identified several molecules as 
promising therapeutic targets. 
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１．研究開始当初の背景 

膵癌は癌死の 5位を占めながらも 100人中
3人しか根治しない疾患であり、その治療法
の開発は、社会的要請度・緊急性が高い。腫
瘍性病変がヘテロな細胞集団であることは

当然認識されていたが、従来の癌研究では癌
組織中の大部分を占める細胞の特性が即ち
組織全体の特性とされてきた。しかし、この
ような細胞集団を標的とした治療は効果が
一時的で予後改善効果は乏しい。最近、癌組
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織中のある特定の微量な細胞集団だけが腫
瘍形成能をもつとする癌幹細胞の概念
(Nature, 2006, Passegue)が報告され注目さ
れてきた。近年セルソーターの導入により、
特定の表面抗原を対象として癌幹細胞集団
のように数％以下の細胞集団を分離するこ
とが可能となった。この手法により、現在ま
でに白血病(Nature Med, 2006, Jin)を中心
に癌幹細胞研究が進み、固形癌では乳癌(Cell, 

2008, Yu)、脳腫瘍(Nature, 2004, Singh)など
で報告され、膵癌でも CD44,CD24や CD133

を中心に報告され始めた(Cell Stem Cell, 

2007, Hermann)。 

 

２．研究の目的 

癌幹細胞だけでなく、癌組織中で存在率が
低いにもかかわらず予後や再発、治療抵抗性
に関わる特定の細胞集団に焦点をあて、特定
の分子発現に基づき同定・選別する
(Prospective isolation)することを本研究の
目的とした。さらに、その細胞集団の生物学
的特徴をプロファイルし、治療標的とすべき
細胞集団を特異的にターゲットとする標的
分子を同定、次世代の個別化治療を開発する
ことも目指した。 

 

 

３．研究の方法 

以下のステップに従い研究を進めた。 

①prospective isolation のための高悪性度癌細
胞集団特異的表面マーカーの検索 

②表面マーカーを用いた微量高悪性度細胞
集団同定と分離 

③同定・純化した微量細胞集団の生物学的悪
性度のプロファイリング 

④生物学的悪性度のプロファイルに基づく
標的細胞集団における標的分子の同定 

⑤手術切除膵癌組織移植 NOGマウスモデル
を用いた前臨床試験 
 
４．研究成果 
①prospective isolation による高悪性度癌細胞
集団特異的表面マーカーの同定。 

当研究室で樹立した抗癌剤耐性膵癌細胞
株 2種類(SUIT-2、CAPAN-1)とその親株との
マイクロアレイデータをもとに、化学療法抵
抗性をもつ膵癌細胞集団を標識すると思わ

れる表面マーカーを同定した。また当研究室
で樹立した膵癌高肝転移株 3種類(SUIT-2、
MiaPACA-2、Panc-1)とその親株とをマイクロ
アレイにかけ、高悪性度癌細胞集団を標識す
る表面マーカーの同定を進めている。また
EMTの過程でCD280が上昇すること、CD280

発現膵癌細胞は浸潤能が高いことを同定し
た。 

 

②表面マーカーを用いた微量高悪性度細胞
集団同定と分離。 

膵癌幹細胞マーカーとして報告のある
CD133、CD24、CD44を用いて膵癌細胞を分
取し phenotypingを行った。その結果、CD133

陽性膵癌細胞株は増殖・浸潤・転移能が高い
こと、その能力は線維芽細胞との HGF-cMET

経路を介した癌間質相互作用により増強さ
れることを発見し報告した（下図）。このよ
うに、特定の癌細胞の進行が線維芽細胞由来
液性因子により影響を受けているとの報告
は今までにはなく、学会発表、論文報告によ
り高い評価を受けた。いままで進めてきた
CD133、CD24による膵癌細胞株の分取に加
え CD280やコラーゲン取り込み能から同定
した EMT細胞の細胞分取を試みたが、陽性
細胞の割合が低いことやコラーゲンビーズ
の製品の問題により有効な解析はできなか
った。 

 

 

 

③同定・純化した微量細胞集団の生物学的悪
性度のプロファイリング。 

癌幹細胞マーカー以外にも新たに CD90、
CD105、CD280など他の細胞表面マーカーに
より膵癌細胞株あるいは手術切除組織から
癌細胞を純化し、生物学的悪性度のプロファ
イリングを行った。CD133陽性膵癌細胞に関
してはその浸潤能や間質からの相互作用を
受けやすい性質より、治療標的細胞集団とな
りうることは示したが、新しくコラーゲン取
り込みレセプターと呼ばれる CD280 を治療
標的候補として同定した。CD280を抑制する
ことで膵癌の細胞内へのコラーゲン取り込
み量が低下し、浸潤能が有意に低下すること



 

 

を同定した（次頁図）。また CD280 は膵癌細
胞の EMT と密接な関係を有していることも
明らかとなった（次頁図）。また、癌細胞周
囲に存在する間質細胞の中で特異的に癌の
浸潤を促進する細胞集団を同定することに
も成功した。 
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